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トピックス

つながる工場テストベッド事業がスタートしました！

昨年度、国立研究開発法人産業技術総合研究所（産総研）の共同研究事業「つながる工場テストベッド事業」
における共同研究先３件のうちの一つとして福井県工業技術センターが採択されました。 
本事業では、IoTテストベッド（IoTシステム導入のための試験用の環境）を構築し、県内中小企業のIoT活用

促進と、IoTに関する地域課題の解決を図るための方法を検討します。また、産総研からの技術指導によりIoT活
用人材の育成と、県内で自立的にIoTに関する課題を解決できる体制の構築を目指します。 

１ テストベッドの構築 
福井県の地場産業の眼鏡、繊維産業は古くから分業体制を特徴としており、遠隔地での工程の進捗状況の共有

やデジタル化による生産性の向上が課題です。そこでIoTによる効率化が期待されますが、費用対効果が不明な
点や専門人材の不足がIoT導入の障壁となっています。 
そこで有効なのが、IoTを簡単に体験し試すことのできるテストベッド環境です。本事業では産総研の指導の

もと、福井県工業技術センター、デザインセンターふくい、ふくいDXオープンラボ、産総研をインターネットで
つないだテストベッドを構築しました（図１）。さらに自社へのIoT導入がイメージしやすいよう、各拠点を分
業により眼鏡枠を製造する協力企業に見立て、テストベッド全体が眼鏡枠の製造工程を模擬したものとしました。
テストベッドでは工程の進捗管理と装置の稼働状況管理を体験することができます。 

２ 工程の進捗管理 
複数企業間あるいは自社の複数拠点で分業する場合には前工程の納期確認が重要です。ところが進捗の確認や

共有方法は電話やメールなどのアナログな手段であるケースが多く、従来から前工程の納期を効率よく確認した
いというニーズがあります。 
そこでテストベッドではRFID（電波により非接触でICタグの情報を読み書きする仕組み）を利用したデータベ

ースでの進捗状況の一元管理により、各拠点の工程の開始・終了の日時を共有できる仕組みを構築しました。 

図 1 テストベッドの概念図
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製品トレー等に添付したICタグの情報（受注番号等）は自動的にリーダーで読み取られ、工程の開始・終了の
日時がデータベースに記録されます。さらに各工程の進捗状況はデータベースにアクセスすることでどの拠点で
も確認できます（図2）。 

３ 装置の稼働状況管理 
製造工程での装置の稼働率向上や割当て調整のために、装置の稼働状況を管理することは重要です。また品質

管理のために温度などの環境データを取得することや、装置の故障時における原因調査のために各種データを収
集することも重要です。通常はその都度データを測定して記録するために人が現場に赴く必要があり、特に遠隔
地の場合は負担となります。 
そこでテストベッドでは各拠点の装置にセンサーを設置し、装置の稼働状況や環境データをデータベースでの

一元管理により共有できる仕組みを構築しました。 
各種センサーは既存の機械に後付けで設置します。電流値や気温や湿度など、一定時間間隔で自動的に様々な

データを取得し、無線で受信機を経由してデータベースに送信します。工程の進捗管理と同様にセンサーデータ
はデータベースにアクセスすることでどの拠点でも確認ができるため、機械の稼働状況のリアルタイムでの監視
や過去の稼働実績や環境データも確認できます（図3）。 

４ 「福井県つながる工場テストベッドお披露目会」を開催 
当センターのテストベッドを県内企業に周知するため、5月

28日にお披露目会を開催しました。 
昨今のコロナ禍のため現地とWebでの同時開催でしたが、当

日は約130名の参加がありました。現地の見学会では工程の進
捗管理と装置の稼働状況管理のデモンストレーションを行いま
した。 

5 まとめ 
センサーデータは日々増えていきますので、いつしか膨大なデータとなります。このデータを機械の故障予測

や製品の不良品予測に利用することも可能です。またIoT専用のアプリケーションを自社向けにカスタマイズす
ることも可能です。 
テストベッドは県内企業のIoT導入のテストを行う場ですので、今後は当センターに寄せられたご要望を元に

センサーやソフトウェアの機能追加などテストベッドの機能を拡張していく予定です。 

図 2 RFID による進捗状況の共有

図 3 センサーによる装置の稼働状況の共有

担当者 ： 機械・金属部 眼鏡研究G  研究員 松田優也  （専門分野／情報処理）

Web 配信の様子
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福井県、DIC、セーレン 新型炭素繊維強化プリプレグシートを開発
－世界最速硬化・常温保管を実現し、省エネルギーに貢献！－

トピックス

福井県工業技術センターでは、福井県が開発した「開繊技術」をベースに、炭素繊維複合材料の分野にお
ける県内企業のより一層の事業化を加速するため、研究開発から製品化に至るまでの諸問題に対して技術支
援を行っています。 
この度、福井県工業技術センター、ＤＩＣ株式会社（本社：東京都中央区）、セーレン株式会社（本社：

福井県福井市）は、新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の採択テーマである「自動車搭載炭素
繊維複合材料用高速硬化プリプレグの実用化開発(2018年7月～2021年6月の3年間)」を実施し、世界最速
硬化・常温保管を実現した「速硬化炭素繊維強化プリプレグシート」を開発しました。 

炭素繊維強化プリプレグシートは、炭素繊維の束を広げて樹脂を含浸させたシート状の中間材料です。軽
量で強度が高く、低燃費・軽量化のニーズが高まる航空機や宇宙船、自動車向けに用途が広がっており、今
後益々進むと見込まれています。一方、一般的にプリプレグシートを含めた炭素繊維複合材料（CFRP）の
成形加工は時間を要するため、CFRPの更なる普及には、成形時間を短縮する技術が求められています。 
本開発では、ＤＩＣ㈱が強みを持つ高分子設計テクノロジーを生かした「高速硬化樹脂（最短30秒以下で

硬化するラジカル硬化樹脂）」の設計技術と、福井県工業技術センターが保有する繊維束を高速に薄く広げ
る「空気開繊技術」、セーレン㈱が保有する樹脂成膜・塗工技術を生かした「高精度含浸技術」を組み合わ
せることで、最短30秒という世界最速レベルの硬化時間のプリプレグシートを実現させています。また、一
般的なエポキシ系のプリプレグシートは、保管時に冷凍・冷蔵倉庫等が必要ですが、本開発品は常温保管可
能で、シート保管の設備および管理の負担も軽減することができます。 
開発した新型プリプレグシートは、自動車分野

をはじめ、幅広い産業への展開を検討しています。
CFRPの生産性向上により、その普及を促進し、軽
量化による低燃費化、省エネルギー化に貢献して
いきます。 

【お問い合わせ】 

福井県工業技術センター 新産業創出研究部 川邊 
TEL：0776-55-0664 

ＤＩＣ株式会社 コーポレートコミュニケーション部
TEL：03-6733-3033 

セーレン株式会社 総務部広報担当 
福井本社 TEL：0776-35-2113 

シート加工実証機（セーレン㈱） 新型炭素繊維強化プリプレグシート 

記者説明会の様子 

が
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眼鏡技術を活用したコイルを搭載したモータの
製品化に向けた取り組み

トピックス

【背景とニーズ】 
電気自動車などの乗り物に使われるモータには、１回の充電でより多く走るための高効率性と限られた設

置スペースに収まるためのコンパクト性が求められます。コイルの銅線を太くするほど電気抵抗が下がりま
すが、従来のコアに銅線を巻き付ける製造方法では、銅線が膨らんでしまうため同一モータサイズのまま銅
線のみ太くすることが困難でした。 
そこで、今回、超小型モビリティに搭載している６kW級モータの小型・軽量化や高効率化に取り組みま

した。この超小型モビリティは、自動車よりコンパクトで小回りが利くため、街での近距離移動に適した電
気自動車です。 

【共同開発した巻線技術】 
越前市のモータ製造メーカである㈱TOPと福井県工業技術センターが開発した工法は、平角銅線を空芯状

のコイルに加工した後、コアを挿入します。眼鏡のリム枠加工技術の応用により、膨らみの少ないコイルを
作ることができます。従来のコアやボビンに直接巻き付ける方法と比較して、太い銅線を高密度に巻けるこ
とが特徴です。 
共同研究では、福井県が保有する曲げ加工やコイル成形に関する特許等を活用しました。この巻線技術に

加え㈱TOPの新技術を織り込むことで、超小型モビリティの１回の充電走行距離を10％以上伸ばすことがで
きました。同社では現在、越前市内の公道で、開発した超小型モビリティの走行実験を行っています。 

開発モータ 

を搭載 

（(株)TOP 提供） 

コア挿入後 成形したコイル モータ部品（ステータ） 

ステータ 

組付け 

コア等 

組付け 

超小型モビリティ 
担当者 ： 機械・金属部 機械システム研究グループ 

主任研究員 佐々木善教 (専門分野／金属材料、塑性加工)
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機器紹介

FT-IR イメージングシステムの紹介

主に有機化合物に赤外線をあてると、官能基や構造に応じて固有の吸収スペクトルが得られます。そのスペク
トルにより、繊維やプラスチックの素材の同定や異物の判別が可能になります。 
本装置では、ある特定箇所の赤外吸収スペクトルデータだけでなく、数100μm範囲（ATRモード）から数㎝
（反射モード）の領域における分布状態の情報が得られます。このことから可視画像とほぼ一致したIRイメージ
ングデータが得られ、可視画像との対比で測定領域全体の情報を取得することが可能です。

＜メーカー・型式＞ 
  ㈱パーキンエルマー Spotlight400+Spectrum3 

＜仕様＞ 
イメージング測定モード：透過、反射、ATR法 
測定波数範囲：7800～650cm-1(透過、反射法)  

   4500～680cm-1(ATRモード) 

＜主な使用例＞ 
 繊維やプラスチックの主成分測定 
製品表面の付着物や異物の原因調査 
多層フィルムの積層状態測定 

＜混紡糸の測定例＞ 
混紡糸のイメージング測定例です。 
単繊維によりわけることなく、1本1本の単繊維が測定できていることがわかります。また、綿に特徴的な吸収

である3333cm-1、ポリエステルに特徴的な吸収である1712cm-1で色分けしてイメージング表示することでさら
に、綿とポリエステルの混紡糸であることが視覚的にわかります。 
金属部品の汚れや、プラスチック表面の滑剤、離型剤についても測定が可能です。お気軽にお問い合わせくだ

さい。 

＜機器使用料＞ 3,500円/時間

平均吸光度

3333ｃｍ-1 1712ｃｍ-1

イメージング表示

FT-IR イメージングシステム 外観 

担当者 ： 化学・繊維部 化学高分子研究G  主任研究員 渡邉暢子 (専門分野／化学、漆、樹脂)

可視画像
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研 究 者 紹 介

導電性ペーストの 

電気的特性評価 

新産業創出研究部
ウェアラブル技術研究グループ 
研究員 帰山 千尋 
（専門分野：繊維材料の分析・評価）  

糸や布にセンサやマイクロチップなどの電子部品を
実装して新たな機能を付与した「e-テキスタイル」の
研究を行っています。これまでに、導電糸（電気を通す
糸）を用いて布状に電気配線を形成する技術を活用し、
テキスタイルセンサーや LED リボン、太陽光発電テキ
スタイルなどを開発してきました。このような「e-テ
キスタイル」は、ウェアラブル分野（たとえば、「着る
だけで体温や心拍数が計測できる衣服」等）でも活用
できるのではないかと期待されています。 

直接身に着ける衣服型の e-テキスタイルの場合、着
用者が違和感なく着られることが重要となります。そ
こで、衣服上に、衣服と同じようにしなやかで伸縮性
がある電気配線をつくるため、導電性ペースト（電気
を通すやわらかい樹脂）に着目して、その電気的特性
の評価を行っています。 

導電性ペーストは、バインダー樹脂と金属粒子を混
ぜて作りますが、その組み合わせによって、電気抵抗
率や伸縮性、伸ばしたときの電気抵抗の変化を制御す
ることができます。たとえば、ウレタン樹脂に同じ割
合で銀粒子を加えた導電性ペーストでも、銀粒子の一
部を微小なナノ粒子に置き換えると、導電性ペースト

を伸ばしても、その電気抵抗はあまり変わらず、電気的
に断線しにくくなります。その他、衣服等の繊維製品に
必要とされる洗濯耐久性試験も行っております。導電
性ペーストにご興味がありましたら、ぜひお声がけく
ださい。 

また、糸や織物・編物に発生するスジや汚れなどの欠
点解析も担当しております。分析方法や試験条件の提
案、依頼試験の対応も行っておりますので、何かお困り
の際には、お気軽にご相談ください。 

引張試験の様子 

導電性ペーストで形成した電気配線の
30％伸長時における時間経過に伴う
電気抵抗の変化 

老朽化著しい社会資本の長寿 

命化に寄与する各種研究開発 

建設技術研究部

主任研究員 林 泰正 
（専門分野：建設技術） 

福井県に限らず全国の社会資本ストックは高度経済
成長期に集中的に整備され、今後急速に老朽化すること
が懸念されていることから、戦略的に維持管理ならびに
更新することが必要です。そのような状況を踏まえ、特
に重要な既存の社会資本の長寿命化に寄与する研究
に注力しております。 

その研究の一つとして、橋梁の伸縮装置がありま
す。既存の伸縮装置は部分的な補修が困難であり、漏
水や損傷があると全面的に取り替えることが一般的
な補修方法ですが、実際の損傷部位は限定的である
ことが多く、そのほとんどが止水機能部であること
が判明しており、この止水機能部の補修を容易に行
うことができる伸縮装置を開発しました。特徴とし
てフェースプレートと言われる部材を脱着可能な構

造とすることで橋面上から安全に補修でき、メンテナン
スが容易でかつトータルコストに優れています。 

この他、舗装の長寿命化に関する研究にも取り組ん
でおります。アスファルト舗装には「ひび割れ率」「わ
だち掘れ量」「平たん性」という指標で健全性を示しま
すが、特にひび割れが発生したアスファルト舗装は健全
性が低い状態と言えます。このような場合、既存のアス
ファルト舗装を撤去し新しく舗装し直すのが一般的な
補修ですが、限られた道路補修の予算を有効に使うた
め、ひび割れ部に接着剤を注入することで舗装の性能を
回復させる研究にも取り組んでいます。 

建設技術の他、雪対策技術にも取り組んでいます。こ
れらに関するご質問、共同研究等も受け付けていますの
で、お気軽にご相談ください。 

メンテナンスに優れた橋梁伸縮装置の研究開発 接着剤注入による舗装ひび割れ補修工法の研究開発
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見 学 の ご 案 内

フェイスブック はじめました！

福井県工業技術センターでは、県内企業様、県内の団体様（小中学生・高校生など）、様々な方の見学を受
け入れております。県内企業の優れた技術や製品を展示している常設展示場「福井の産業技術」や、センタ
ーに整備されている最先端の研究設備などを見学することができます。 

今年度も、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行いながら、見学を行っています。現在、見学の受け
入れについては下記のとおりです。 

・１団体40名まで受け入れいたします。 
・所内見学時は、10人程度の少人数グループに分かれて実施させていただきます。 
・参加者に発熱や咳など体調異常者が含まれる場合、その団体の見学を控えていただく場合があります。 
・参加者の名簿を作成し、終了後に受付までご提出ください。 
見学をご希望の方は、利用日の１カ月前までに、企画支援部技術相談グループ（TEL:0776-55-0664）へ

ご連絡下さい。 

福井県工業技術センターニュース Ｎｏ.１４６ 令和３年９月発行

編集・発行  福井県工業技術センター 企画支援部 

〒910-0102  福井県福井市川合鷲塚町61字北稲田10 

Tel：0776-55-0664 Fax：0776-55-0665 

E-Mail：kougi@fklab.fukui.fukui.jp  URL：http://www.fklab.fukui.fukui.jp/kougi/ 

福井県工業技術センターでは、7月よりフェイスブックを開始しました。 
講演会・機器利用講習会のお知らせや展示会出展のご案内など、随時、新しい情報を発信してい

きます。下のQRコードより、是非、ご覧ください。 

21.09.18570

表紙写真：つながる工場テストベッド事業
センサモニタとWeb配信の様子

☆環境への配慮から、ご来場につきましては、できる限り公共交通機関を利用してください。  
また、止むを得ず自動車で来られる場合には、アイドリングストップにご協力ください。

（本誌掲載の写真・記事の無断転用を禁じます。）
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